
「
経
済
安
全
保
障
」
は
広
が
り
の
あ
る
概
念
だ
。
自

由
民
主
党
の
提
言
「『
経
済
安
全
保
障
戦
略
』
の
策

定
に
向
け
て
」
に
お
い
て
は
、
経
済
安
全
保
障
を

「
我
が
国
の
独
立
と
生
存
お
よ
び
繁
栄
を
経
済
面
か

ら
確
保
す
る
こ
と
」
と
定
義
す
る
。
今
春
成
立
し
た

経
済
安
全
保
障
推
進
法
は
、
安
全
保
障
を
確
保
す
る

に
は
経
済
面
で
の
施
策
が
重
要
と
正
面
か
ら
認
識
し

た
点
で
画
期
的
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
あ
く
ま

で
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
ス
コ
ー
プ
は
限
定
的
だ
。

本
稿
は
、
経
済
活
動
の
う
ち
「
金
融
」
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
つ
つ
、
ま
ず
は
経
済
安
全
保
障
推
進
法
に
お
け

る
金
融
の
位
置
付
け
を
考
え
た
う
え
で
、
そ
の
後
、

イ
ン
フ
ラ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
通
貨
の
問
題
も
考
え

て
み
た
い
。

経
済
安
全
保
障
推
進
法

　

２
０
２
２
年
５
月
11
日
に
成
立
し
た
経
済
安
全
保

障
推
進
法
（
注
１
）は

、
４
つ
の
大
き
な
施
策
の
１
つ
と
し
て

「
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務
の
安
定
的
な
提
供
の
確
保
に

関
す
る
制
度
」
を
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の

基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
設
備
が
、
役
務
の
安
定
的
な

提
供
を
妨
害
す
る
外
部
か
ら
の
行
為
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
、

重
要
設
備
の
導
入
や
維
持
管
理
等
の
委
託
に
際
し
て

事
前
審
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
勧
告
・
命
令
等

の
措
置
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

基
幹
イ
ン
フ
ラ
提
供
者
は
法
律
上
「
特
定
社
会
基

盤
事
業
者
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
経
済
安
全

保
障
推
進
法
第
50
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
、
鉄
道
と
い
っ
た
セ
ク
タ
ー
の
中
で
、
主

務
大
臣
が
指
定
し
た
事
業
者
が
該
当
す
る
が
、
金
融

も
セ
ク
タ
ー
の
１
つ
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。
銀

行
業
等
の
金
融
業
は
、
送
金
・
決
済
と
い
っ
た
国
家

の
経
済
活
動
の
基
盤
を
提
供
し
て
お
り
、
特
に
規
模

の
大
き
な
銀
行
の
設
備
・
シ
ス
テ
ム
が
、
外
国
の
行

為
に
よ
り
機
能
不
全
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

重
要
設
備
・
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
に
際
し
て
事
前
審

査
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
理
解
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
た
だ
し
、
我
が
国
の
場
合
に
は
米
国
と
異

な
り
、「
敵
国
」
を
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

事
前
審
査
に
お
い
て
効
果
的
な
リ
ス
ク
の
同
定
を
い

か
に
行
う
の
か
と
い
う
点
は
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
技
術
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
中
で
、

事
前
審
査
に
よ
る
国
の
お
墨
付
き
と
い
う
枠
組
み
が
、

事
業
者
に
よ
る
不
断
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と
い
う
自

律
的
な
営
み
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
配
慮
も
必
要
と

な
ろ
う
。
さ
ら
に
金
融
業
に
と
ど
ま
ら
ず
国
家
全
体

で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
強
靭
性
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
重
要
だ
。
な
お
、（
今
回
の
法
律
を
超
え
る

が
）優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
健
全
な
金
融
事

業
者
の
育
成
・
維
持
、
魅
力
的
で
競
争
力
の
あ
る
金

融
市
場
の
整
備
等
が
引
き
続
き
重
要
で
あ
る
点
は
論

を
ま
た
な
い
。

イ
ン
フ
ラ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

金
融
に
関
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
在
り
方
も
留
意
が
必
要
だ
。
現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ

欧
州
復
興
開
発
銀
行
東
京
事
務
所
長

大おおや
矢 

伸しん

金
融
面
か
ら
見
た
経
済
安
全
保
障
の
論
点
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特集 経済安全保障の確保に向けて

は
債
務
危
機
に
陥
っ
て
い
る
が
、
原
因
の
１
つ
に
、

国
際
慣
行
と
は
異
な
る
中
国
の
イ
ン
フ
ラ
融
資
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
南
に
あ
る

ハ
ン
バ
ン
ト
ー
タ
港
へ
の
中
国
融
資
は
「
債
務
の

罠
」
と
し
て
有
名
だ
（
注
３
）。
中
国
は
経
済
性
の
低
い
港
湾

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
多
額
の
融
資
を
行
い
、
返
済
が
困

難
と
な
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
港
湾
の
運
営
権（
99

年
間
）を
譲
り
受
け
た
。
当
初
よ
り
運
営
権
の
取
得

を
狙
っ
た
計
画
的
な
「
罠
」
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
だ

が
、
融
資
決
定
時
に
大
統
領
で
あ
っ
た
ラ
ー
ジ
ャ
パ

ク
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
地
元
で
の
コ
ス
ト
を
膨
ら
ま

せ
た
融
資
は
、
地
政
学
的
な
意
図
を
持
つ
不
透
明
な

融
資
で
あ
っ
た
。

　

中
国
は
「
一
帯
一
路
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
地

経
学
的
融
資
に
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
融

資
は
、
受
け
入
れ
国
の
国
民
に
負
担
を
強
い
る
と
と

も
に
、
中
国
に
過
大
な
政
治
的
影
響
力
を
与
え
る
と

い
う
意
味
で
安
全
保
障
上
も
懸
念
さ
れ
る
。
中
国
融

資
の
問
題
点
を
広
く
途
上
国
に
認
識
さ
せ
る
と
と
も

に
、
中
国
融
資
の
代
替
と
な
る
質
の
高
い
イ
ン
フ

ラ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
積
極
的
に
供
与
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
代
替
と
な
る
イ
ン
フ

ラ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
ス
ピ
ー
ド
向
上
を
含
め
、

受
け
入
れ
国
か
ら
見
た
使
い
勝
手
の
向
上
も
大
切
で

あ
ろ
う
。

通
貨

　

通
貨
に
つ
い
て
も
、
経
済
安
全
保
障
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
。
例
え
ば
、
20
年
後
、
我
が
国
を
含
む
国

際
的
な
金
融
取
引
の
大
宗
が
人
民
元
建
て
と
な
り
、

国
際
的
な
送
金
・
決
済
が
中
国
の
人
民
元
国
際
決
済

シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
（
注
４
））で
行
わ
れ
る
世
界
を
想
像
し

よ
う
。
尖
閣
諸
島
を
巡
っ
て
日
中
の
緊
張
が
高
ま
っ

た
際
に
、
中
国
は
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
か
ら
邦
銀
を
排
除
し
、

国
際
取
引
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
本
は
困
窮
し
た
国

民
の
声
に
押
さ
れ
て
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
中
国
に

渡
す
か
も
し
れ
な
い
。
通
貨
は
、
経
済
問
題
で
あ
る

と
と
も
に
安
全
保
障
問
題
で
も
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
世
界
が
20
年
後
に
生
じ

る
可
能
性
は
高
く
は
な
い
。
現
在
の
国
際
取
引
に
お

け
る
人
民
元
の
利
用
比
率
は
わ
ず
か
３
％
半
ば
に
留

ま
る
。
国
際
取
引
で
の
利
用
増
加
の
た
め
に
は
中
国

自
身
が
資
本
取
引
を
自
由
化
し
、
人
民
元
が
海
外
の

企
業
や
人
々
が
保
有
し
た
く
な
る
魅
力
あ
る
通
貨
と

な
る
必
要
が
あ
る
が
、
中
国
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
覚

悟
は
な
い
。
ま
た
、
基
軸
通
貨
に
は
強
い
慣
性
が
働

く
こ
と
も
あ
り
、
ド
ル
の
基
軸
通
貨
と
し
て
の
地
位

が
近
い
将
来
に
人
民
元
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。し
か
し
、中
国
が
現
在
の
ド
ル
・
国
際

銀
行
間
通
信
協
会（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）体
制
に
抱
く
懸
念

を
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
侵
略
し
た
ロ
シ
ア
に
対
し
て
、米
国
、日
本
を
含
む

西
側
諸
国
は
広
範
な
制
裁
を
科
し
、
ロ
シ
ア
の
多
く

の
銀
行
は
、
現
在
の
支
配
的
な
国
際
送
金
時
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
か
ら
排
除

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
注
視
す
る
中
国
が
、
ド

ル
や
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
に
代
わ
る
通
貨
体
制
へ
の
移
行
を

真
剣
に
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
（
注
５
）。
デ
ジ
タ
ル
人

民
元（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）の
導
入
に
向
け
た
積
極
的
な
準
備

も
、
ま
ず
は
国
内
利
用
が
目
的
だ
と
は
し
て
も
、
将

来
的
な
ド
ル
支
配
か
ら
の
脱
却
の
手
段
と
し
て
の
可

能
性
へ
の
考
慮
が
中
国
に
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　

経
済
安
全
保
障
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
他
国
に
よ
る
経
済
的
手
段
の
行
使
に
対

す
る
強
靭
性
を
高
め
つ
つ
、
同
時
に
が
ん
じ
が
ら
め

で
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
失
う
と
い
っ
た
事
態
を

避
け
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
。
金

融
の
経
済
安
保
を
考
え
る
際
に
も
、
そ
う
し
た
バ
ラ

ン
ス
は
不
可
欠
で
あ
る
。
同
時
に
、
イ
ン
フ
ラ
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
や
通
貨
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て
、
積

極
的
な
行
動
を
通
じ
て
経
済
安
全
保
障
を
能
動
的
に

確
保
し
て
い
く
姿
勢
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
変
化
の
激

し
い
複
雑
な
国
際
環
境
の
中
で
、
民
間
企
業
と
政
府

が
し
っ
か
り
と
対
話
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
経
済
安

全
保
障
政
策
が
形
成
・
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

＊�

本
稿
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
個
人
的
な
意
見
で
あ
り
、
筆
者
が
属
す

る（
或
い
は
関
係
す
る
）組
織
等
の
意
見
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

（
注
１
）�正
式
名
称
は
「
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安

全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
注
２
）�よ
り
正
確
に
は
金
融
の
中
で
対
象
と
な
る
業
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
銀
行
業
、
保
険
業
な
ど
が
該
当
し
て
い
る

（
注
３
）�大
矢
伸
『
地
経
学
の
時
代
』（
実
業
之
日
本
社
、
２
０
２
２
年
、

１
９
７
～
２
０
４
ペ
ー
ジ
）

（
注
４
）�現
時
点
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
も
国
際
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
し
て
は
基

本
的
に
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
に
依
存
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
20

年
後
の
姿
と
し
て
想
像
し
て
い
る
の
は
、
強
化
さ
れ
た
Ｃ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
注
５
）�い
わ
ば
、
20
年
後
の
人
民
元
の
支
配
す
る
世
界
に
西
側
が
抱
く

懸
念
を
、
中
国（
そ
し
て
ロ
シ
ア
）は
現
在
の
ド
ル
支
配
の
も
と

で
今
、
感
じ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
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